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今
月
の
心
が
け

1

F U K U O K A  C I T Y

位
　置

北緯
東経
  33°25’17″～ 33°52’17″
130°02’06″～ 130°29’50″

東京（約900キロ）、 大阪（約500キロ）よりも韓国・釜山

（約200キロ）の方が近いという、この地理的条件から

古来より大陸への玄関口としての役割を担ってきました。

人
　口

1,669,381人

903,938世帯

面
　積

343.39km2
2

男/787,685人           　女/881,696人

  （令和7年8月1日現在推計）

明治22年の市制施行時の面積は5.09

km。100年で約66倍に広がったことに

なります。

予
定
通
り
に
仕
事
が
進
ま
な
い
、
計
画
通
り
に
運
ば
な
い
と
い
う
経
験
は
、
誰
し
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
要
因
は
、
体
調
不
良
や
連
携
ミ
ス
、
情
報
不
足
な
ど
の
人
的
な
も
の
か
ら
、

天
候
や
不
意
の
来
訪
者
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
の
不
可
抗
力
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
人
的
要
因
で
あ
れ
ば
、
事
前
に
十
分
な
準
備
を
す
る
こ
と
で
、
予
定
を
崩
さ
ず
に
遂
行
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
外
的
要
因
と
な
る
と
、
備
え
る
の
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
過
去
の
経
験
を
再
検
証
し
た
り
、
現
状
分
析
を
念
入
り
に
行
な
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
何
か
が
起
こ
る
可
能
性
を
想
定
し
、
二
の
手
、
三
の
手
を
準
備
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

昨
今
は
特
に
、
物
価
や
金
利
の
変
動
、
人
の
動
き
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
技
術

革
新
、
法
改
正
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
外
的
要
因
で
予
定
通
り
に
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
環

境
変
化
を
視
野
に
入
れ
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
備
え
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
何
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
思
考
の
習
慣
を
身
に
つ
け
、
日
ご
ろ
か
ら
想
定
力

を
磨
く
こ
と
は
、
予
定
や
計
画
を
遂
行
す
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

想
定
力
を
磨
き
ま
し
ょ
う

先
を
読
む
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第514号

日　　　時　：　令和7年9月8日(月）午後1時30分より
場　　　所　：　福岡市管工事協同組合会議室
出　席　者　：　藤、松尾、岩下、大久保、川浪、松本、八木、宮嵜、江頭
委　任　者　：　小金丸
定刻に至り、事務局より本日の出欠状況を報告、藤理事長、挨拶後議長に就任し議案の審議に入った。

【協議事項】
1.事業部・新規プロジェクトについて

川浪事業部長・事務局－　事業部・新規プロジェクトについて進捗状況、現在の課題と対応、今後の動き

を報告した。 

【報告事項】
1.組合の決算月に合わせた特売について

事務局－ 組合員の決算月に合わせた割引販売を1年間実施しましたが、年間で130社中5社か

らの注文があったのみだったため、このキャンペーンを中止する旨を報告した。

引き続き、組合のうごき、今後の予定を説明。 

本日の全ての案件を終了した。時に午後1時50分。 

第4回　定例理事会報告
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官庁だより
No.Ⅰ
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青年部会だより

全国管工事業協同組合連合会青年部協議会

第２９回通常総会が開催

令和７年８月２日（土）愛知県名古屋市「ホテルヒルトン名古屋」にて全管連青年部協議会通常総
会が開催され、毛利副会長、田井副会長、山﨑役員の計３名で参加してきました。

福岡県中小企業団体中央会青年部連絡協議会

令和７年度青年部の集いが開催

令和７年９月１１日（木）福岡県福岡市「福岡サンパレスホテル＆ホール」にて令和７年度青年部
の集いが開催され、藤岡会長、毛利副会長、田井副会長、今泉役員、山﨑役員、楢﨑会員、原田役
員、八木役員、内山役員、石田役員の計１０名が出席した。
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青年部会会員一覧

現在会員数：27名
参 加要領 ○組合員　
 ○また組合員が推薦する
 　その企業内の者（1企業3名まで）
年　会　費：24,000円（入会金10,000円）
お問合せ先：福岡市管工事協同組合青年部会
 （担当：竹浦）
 電話：531‒3066

青年部会では会員同士との交流や研修会等色々な事を計画・実施しております。
きっとあなた自身及び会社にとっても意義ある青年部会ですので多数のご入会をお待ち
致しております。

氏　名
藤岡　昭太

毛利　崇志

田井　祐貴

石田　大輔

中村　健一

今泉　貴行

山﨑　啓功

野﨑　翔太

原田　　剛

菰田　雅之

八木　龍治

阿部　　弘

松尾　　剛

藤根　天馬

田中　厚史

楢崎　　亮

酒井　哲朗

田村　竜一

内山　雅彦

恵村　真也

中川　久美

八木　陽暁

有吉　徹郎

四宮　直子

藤井　祟哲

花田　明子

大久保　拓真

　 ㈱博東設備工業

　 ㈲毛利設備工業

　 ㈱水設

　 ㈱石田設備

　 ㈱和白設備工業

　 ㈲今泉設備工業

　 ㈱山﨑設備工業

　 ㈱野﨑工業所

　 ㈱サンワ商会

　 ㈲菰田設備

　 壱岐設備工業㈲

　 ㈲阿部商会

　 ㈱松尾管工

　 ㈱藤善設備工業

　 ㈱豊友技建工業

　 ㈱朝日プラント

　 ㈱和白設備工業

　 山陽設備工業㈱

　 ㈲マルコー設備

　 ㈱和白設備工業

　 ㈱白金

　 ㈲八木工業

　 ㈱西陵設備

　 ㈱天水工

　 ㈱天水工

　 ㈱花田設備

　 ㈱大伸設備

会 社 名 会 社 名氏　名
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業務コーナー
No.Ⅰ
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業務コーナー
No.Ⅱ
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令和7年度　インターンシップ（就業体験）を実施

　福岡県立福岡工業高等学校　都市工学科生徒２名を受け入れ、令和７年度インターンシップ
「就業体験を通して、勤労の厳しさと喜び、さらには職業人としての心構えを体験させる」という趣旨
のもと実施した。

　１日間という短い期間でしたが、インターンシップを通じて将来の進路について考える良いきっ
かけになったと思います。生徒さんの今後の活躍を期待しております。

受入日：令和７年８月２１日（木）の１日間

配管体験の様子

実習内容
・給水設備の配管体験
・設計業務(CAD)
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交通安全コーナー

K
・
S
　
会
社
員（
20
代
）

償
い
へ
の
道

贖いの日々・・・
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組　 合　 通　　信

7－19号 8月  1日　 管工事及び土木施工管理技術検定・受験準備用図書の斡旋について 

7－20号 8月  4日　 随意契約となる予定価格の上限額の引上げについて

7－21号 8月  4日　 「令和7年度 給水装置工事配管技能検定会」開催のお知らせ

7－22号 8月  5日　 「ふくおか水源の森サポーター制度」の創設について

7－23号 8月  6日　 現場環境改善費の導入について       

7－24号 8月25日　 現場における熱中症予防対策について       

7－25号 9月  2日　 2026年版「全管連手帳」申込みについて       

7－26号 9月  9日　 令和7年度(後期）技能検定受検案内について

7－27号 9月10日　 「第10回福管協ボウリング大会」の開催について

7－28号 9月12日　 資材中間決算棚卸のお知らせ

組 合 の う ご き

７月 ９日　 上水道推進委員会が開催された。

７月１７日　 津山税理士による会計精査

７月１７日　 広報・企画・情報委員会が開催された。

７月２３日　 貯水槽清掃作業従事者研修会が北九州市で開催された。

７月２４日　 第６３回九州管工業組合連合会総会が沖縄県で開催され藤理事長、岩下副理事長が出席した。

７月３０日　 定款・規約改正及び賞罰委員会が開催された。      

８月 ５日　 全管連正副会長会が東京で開催され藤理事長が出席した。

８月 ８日　 正副理事長会が組合会議室で開催された。

８月２０日　 津山税理士による会計精査

８月２５日　 全管連第４回未来創造検討委員会が東京で開催され松尾副理事長が出席した。

８月２６日　 全管連第３６３回理事会が東京で開催され藤理事長が出席した。

８月２７日　 全管連国土交通省・上下水道審議官の歓送迎会が東京で開催され藤理事長が出席した。

９月 ８日　 正副理事長会が組合会議室で開催された。      

９月 ８日　 定例理事会が組合会議室で開催された。


